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３．審査の主眼及び方法

　決算審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び収入状況、科目別支出済額、主要事業実施状

況のほか、関係書類の説明を中心に関係法令、諸規定等に準拠して作成されているか否か、歳入

簿・歳出簿等の関係諸帳簿と符合するか等に主眼をおき、既に執行した例月出納検査、定例監査

の結果を参考とし、関係職員の説明を求めて審査を実施した。

　令和４年度各会計の歳入歳出決算額は、次のとおりである。

　歳入決算額合計は、181億8,490万9,882円で、前年度（176億2,241万7,278円）に比べ、5億

6,249万2,604円（対前年度比3.2％）の増額となっている。

　歳出決算額合計は、172億1,072万7,307円で、前年度（165億4,670万436円）に比べ、6億 

6,402万6,871円（同4.0％）の増額となっている。

27,642,357 24,311,360 3,330,997

5,804,608,040 5,629,745,363 174,862,677

17,210,727,307 974,182,575

１．審査の対象

　令和４年度上里町一般会計歳入歳出決算及び関係帳簿・証書類

　令和４年度上里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿・証書類

　令和４年度上里町介護保険特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿・証書類

　令和４年度上里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿・証書類

　令和４年度上里町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿・証書類

２．審査の期間

　令和５年7月10日、11日、13日、18日、19日、21日、24日、25日、26日　【９日間】

４．審査の概要

　財政の状況

　（1）会計決算額

（単位：円）

区 分

一 般 会 計 （ Ａ ）

〈1〉国民健康保険

〈2〉介護保険

〈3〉後期高齢者医療

令 和 ４ 年 度

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差 引 額

12,380,301,842 11,580,981,944 799,319,898

55,703,321

2,130,868,352 2,017,493,028 113,375,324

353,647,194

特

別

会

計

3,292,450,137 3,236,746,816

351,194,159 2,453,035

1

〈4〉農業集落排水事業

計（Ｂ）

合 計 (Ａ )＋ (Ｂ ) 18,184,909,882



　普通会計の収支状況は、次のとおりである。

　町の会計は、普通会計と公営事業会計とに区分して整理され、重複する繰入金・繰出金を

控除したものが純計となる。

　この決算額を前年度と比較すると、歳入総額において3億7,600万8,331円（対前年度比3.1%)

の増額、歳出において4億9,495万2,272円（同4.5％）の増額となっている。

①決算収支状況

　令和４年度の実質収支額は、歳入歳出差引額 7億9,931万9,898円から翌年度へ繰越すべき財源

2,545万7,000円（繰越明許費繰越額2,545万7,000円）を控除した 7億7,386万2,898円であった。

②歳入

　収入済額及び収納率は、予算現額123億9,350万2,948円に対し、収入済額123億8,030万1,842円

（対予算99.9％、収納率98.8％）で、この収入済額を前年度と比較すると、3億7,473万3,651円

（対前年度比3.1％）の増額であった。

△ 8.6△ 72,468,013

△ 46,475,948

△ 118,943,961

493,677,612

374,733,651

増 減 額

（単位：円）

増減率 (%)

3.1

4.5

増 減 額

376,008,311

494,952,272

918,263,859

71,932,948

846,330,911

918,263,859

区 分

歳入決算額

　（2）普通会計純計表

還付未済額
　1,629,815

還付未済額
　560,526

98.8%

収納率

(C)/(B)

98.8%

増減率 (%)

3.1

4.5

△ 13.0

△ 64.6

12,350,460,288

43,042,660

0.3

収入済額(C)

12,380,301,842

12,005,568,191

調定額(B) 備　考

（単位：円）

区 分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引額

翌 年 度 へ 繰 越
す べ き 財 源

実質収 支額

令 和 ４ 年 度

12,380,301,842

11,580,981,944

799,319,898

25,457,000

773,862,898

令 和 ３ 年 度

12,005,568,191

11,087,304,332

歳出決算額

差 引 残 額

令 和 ４ 年 度

12,369,259,032

11,569,939,134

799,319,898

（単位：円）

一 般 会 計

令 和 ３ 年 度

11,993,250,721

11,074,986,862

　　区分

 年度

不  納

欠損額

9,136,358

12,653,829

△ 3,517,471

(C)/(A)

予算執行率

99.9%

97.2%

収　入

未済額

142,646,636

予算現額(A)

12,393,502,948 12,532,084,836

12,152,601,741

379,483,095

3.1

134,379,721

8,266,915

令和４年度

令和３年度

比　　較

増減率(%)

374,733,651

3.1
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　主なものは、繰入金が財政調整基金繰入金の増などにより4億3,892万4,424円（同106.0％）

の増、繰越金が3億6,104万1,841円（同64.8％）の増額となったことなどによる。

　款別歳入決算状況は次のとおりである。

3

14 使用料及び手数料

増減額（円）
令 和 ３ 年 度

構成比率
（％）金 額（円）

　　　　　　　　　　区　分
　款 構成比率

（％）

15 国庫支出金

848,339,699

2,455,663,315

732,527,637

 2 地方譲与税

 1 町税

11 地方交付税

10 地方特例交付金

 9 環境性能割交付金

 8 ゴルフ場利用税交付金　

令 和 ４ 年 度

0.30

2,134,080,942

3,882,601,3704,106,767,290

124,240,000

1,370,000

19,688,000

21 諸収入

20 繰越金

19 繰入金

18 寄付金

17 財産収入

22 町債

0.95

9.04

0.00

19,334,127

126,087,500

853,100,170

917,981,411

113,464,118

552,563,000

296,862

12,380,301,842 12,005,568,191100 100

3.45

556,939,570

114,082,054

1,085,630,000

6,844

7.41

0.92

4.46

0.00

4.64

15,307,000

53,427,000

65,196,652

101,170,755

65,021,705

101,736,038

33.17

1.00

12.51

0.04

0.53

0.82

17.24

224,165,920

△ 801,000

△ 864,000

△ 2,147,000

△ 10,572,000

5,489,000

27,370,000

△ 914,410

4,702,000

△ 56,890,000

17,087,000

△ 901,000

△ 174,947

565,283

△ 321,582,373

0.18

0.22

0.40

5.66

金 額（円）

2,234,000

125,041,000

21,835,000

25,879,000

47,938,000

679,408,000

10,204,390

0.78

12.76

0.05

0.54

0.84

20.45

32.34

1.04

0.02

0.08

0.14

 7 地方消費税交付金

 6 法人事業税交付金

 5 株式等譲渡所得割交付金

 4 配当割交付金

 3 利子割交付金

12 交通安全対策特別交付金

16,679,000

93,537,000

1,531,366,000

5,849,000

9,289,980

706,778,000

△ 617,936

6.10

0.15

0.16

13 分担金及び負担金

21,381,000

36,647,000

1,548,453,000

4,948,000

414,175,746

0.01

0.16

0.12

0.43

5.71

0.08

0.17

115,812,062

740,769

107,077,000

438,924,424

361,041,841

290,018

6.85

0.16

1.02

6.89

△ 533,067,000

18,593,358

19,010,500

16 県支出金

374,733,651計

23 自動車取得税交付金



③歳出

　支出済額は115億8,098万1,944円（執行率93.4％）で、前年度に比べ4億9,367万7,612円

（対前年度比4.5％）の増額であった。

　この主なものは、土木費が2億4,387万3,657円（同31.1％）の増額、総務費が1億3,816万

 6,350円（同9.1％）の増額などとなったことによる。

款別歳出決算状況は次のとおりである。

決算収支状況

　令和４年度の実質収支額は、1億7,486万2,677円となっている。

642,749,004 93.4%令和４年度

令和３年度 12,350,460,288 11,087,304,332 749,376,948 513,779,008 89.8%

不 用 額
　　　区分
年度

予算現額(A) 支出済額（B） 翌年度繰越額
執 行 率
(B) / (A)

12,393,502,948 11,580,981,944 169,772,000

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

 1 議会費 103,717,914 0.90 104,677,639 0.94 △ 959,725

比　　較 43,042,660 493,677,612 △ 579,604,948 128,969,996 1146.9%

増減率（％） 0.3 4.5

 4 衛生費 837,727,413 7.23 911,855,942 8.22 △ 74,128,529

 5 農林水産業費 319,956,109 2.76 165,088,033 1.49 154,868,076

 2 総務費 2,193,895,855 18.94 2,010,079,505 18.13 183,816,350

 3 民生費 4,048,149,052 34.96 4,333,237,415 39.08 △ 285,088,363

0 0.00 0

 8 消防費 409,896,525 3.54 409,664,061 3.69 232,464

 9 教育費 1,459,112,078 12.60 1,323,762,334 11.94 135,349,744

 6 商工費 183,473,771 1.58 102,345,176 0.92 81,128,595

 7 土木費 1,028,934,052 8.88 785,060,395 7.08 243,873,657

特 別 会 計

区 分 令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度 増 減 額 増 減 率 (%)

歳 入 総 額 5,804,608,040 5,616,849,087 187,758,953 3.3

10 公債費 995,904,077 8.60 941,356,872 8.49 54,547,205

計 11,580,981,944 100 11,087,304,332 100 493,677,612

11 諸支出金 215,098 0.00 176,960 0.00 38,138

12 予備費 0 0.00

翌 年 度 へ 繰 越
す べ き 財 源 0 4,565,000 △ 4,565,000 皆減

実質収 支額 174,862,677 152,887,983 21,974,694 14.4

歳 出 総 額 5,629,745,363 5,459,396,104 170,349,259 3.1

歳入歳出差引額 174,862,677 157,452,983 17,409,694 11.1

（単位：円）
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（単位：円）



〈1〉国民健康保険特別会計

①歳入

　収入済額は32億9,245万137円で、前年度（32億4,037万3,869円）に比べ、5,207万6,268円

（対前年度比1.6％）の増額であった。

　この主なものは、繰越金が1,034万7,082円（同13.0％）の増額、繰入金が2,443万5,976円

(同8.6％）の増額となったことによる。

　款別歳入決算状況は次のとおりである。

②歳出

　支出済額は32億3,674万6,816円で、前年度（31億5,073万4,950円）に比べ、8,601万1,866円

（対前年度比2.7％）の増額であった。

　この主なものは、前年に比べ諸支出金が、6,046万3,869円（同152.8%)の増額となったこと

また、国民健康保険事業費納付金が1,683万3,059円（同2.1％）の増額となったことによる。

　款別歳出決算状況は次のとおりである。

令和４年度 3,282,732,000 3,360,532,238 3,292,450,137 13,070,894 55,011,207 100.3% 98.0%
還付未済額
 1,645,400

　　区分

 年度
予算現額(A) 調定額(B) 収入済額(C)

不  納 収　入 予算執行率 収納率
備　考

欠損額 未済額 (C)/(A) (C)/(B)

比　　較 35,832,000 49,029,210 52,076,268 5,487,698 △ 8,534,756

令和３年度 3,246,900,000 3,311,503,028 3,240,373,869 7,583,196 63,545,963 99.8% 97.9%
還付未済額
 1,201,290

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

増減率(%) 1.1 1.5 1.6

 3 国庫支出金 8,000 0.00 1,034,000 0.03 △ 1,026,000

 4 県支出金 2,293,278,295 69.65 2,299,191,604 70.95 △ 5,913,309

 1 国民健康保険税 593,953,108 18.04 567,031,111 17.50 26,921,997

 2 使用料及び手数料 650 0.00 450 0.00 200

 7 繰越金　 89,638,919 2.72 79,291,837 2.45 10,347,082

 8 諸収入 8,091,902 0.25 10,781,580 0.33 △ 2,689,678

 5 財産収入 0 0.00 0 0.00 0

 6 繰入金 307,479,263 9.34 283,043,287 8.73 24,435,976

令和４年度 3,282,732,000 3,236,746,816 0 45,985,184 98.6%

令和３年度 3,246,900,000 3,150,734,950 0 96,165,050 97.0%

計 3,292,450,137 100 3,240,373,869 100 52,076,268

　　　区分
年度

予算現額(A) 支出済額（B） 翌年度繰越額 不 用 額
執 行 率
(B) / (A)

比　　較 35,832,000 86,011,866 0 △ 50,179,866 240.0%

増減率（％） 1.1 2.7

（単位：円）
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（単位：円）



〈2〉介護保険特別会計

①歳入

　収入済額は21億3,086万8,352円で、前年度（20億5,265万6,151円）に比べ、7,821万2,201円

（対前年度比3.8％）の増額であった。

　この主なものは、前年度に比べ、繰越金が2,606万3,764円（同84.2％）の増額、国庫

支出金が3,228万418円（同8.9%)の増額となったことによる。

　款別歳入決算状況は次のとおりである。

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

 1 総務費 58,707,157 1.81 51,296,672 1.63 7,410,485

 4 共同募金拠出金 48 0.00 33 0.00 15

 5 保険事業費 32,514,377 1.00 33,715,376 1.07 △ 1,200,999

 2 保険給付費 2,227,313,488 68.81 2,224,808,051 70.61 2,505,437

 3 国民健康保険事業費納付金 818,173,852 25.28 801,340,793 25.43 16,833,059

 8 予備費 0 0.00 0 0.00 0

 6 基金積立金 0 0.00 0 0.00 0

 7 諸支出金 100,037,894 3.09 39,574,025 1.26 60,463,869

　　区分

 年度
予算現額(A) 調定額(B) 収入済額(C)

不  納 収　入 予算執行率 収納率
備　考

欠損額 未済額 (C)/(A) (C)/(B)

計 3,236,746,816 100 3,150,734,950 100 86,011,866

令和３年度 2,040,346,000 2,067,290,751 2,052,656,151 6,889,000 7,745,600 100.6% 99.3%
還付未済額
　 430,200

令和４年度 2,130,895,000 2,140,562,452 2,130,868,352 2,956,500 6,737,600 100.0% 99.5%
還付未済額
　 895,500

増減率(%) 4.4 3.5 3.8

比　　較 90,549,000 73,271,701 78,212,201 △ 3,932,500 △ 1,008,000

 2 国庫支出金 393,809,267 18.48 361,528,849 17.61 32,280,418

 3 支払基金交付金 503,223,000 23.62 508,345,836 24.77 △ 5,122,836

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

 1 介護保険料 493,689,470 23.17 486,389,340 23.70 7,300,130

 5 繰入金 374,176,600 17.56 361,025,452 17.59 13,151,148

 6 繰越金　 57,024,987 2.68 30,961,223 1.51 26,063,764

 4 県支出金 308,589,955 14.48 285,374,567 13.90 23,215,388

 7 諸収入 355,073 0.02 19,030,884 0.93 △ 18,675,811

計 2,130,868,352 100 2,052,656,151 100 78,212,201

（単位：円）
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②歳出

　支出済額は20億1,749万3,028円で、前年度（19億9,563万1,164円）に比べ、2,186万1,864円

（対前年度比1.1％）の増額であった。

　この主なものは、諸支出金が2,067万3,502円（同149.2%）の大幅な増額となったことによる。

　款別歳出決算状況は次のとおりである。

〈3〉後期高齢者医療特別会計

①歳入

　収入済額は3億5,364万7,194円で、前年度（3億731万6,564円）に比べ、4,633万630円

（対前年度比15.1％）の増額であった。

　この主なものは後期高齢者医療保険料が3,559万9,800円（同16.2％）の増額、繰入金が772万

 6,000円（同10.5％）の増額となったことによる。

　　　区分
年度

予算現額(A) 支出済額（B） 翌年度繰越額 不 用 額
執 行 率
(B) / (A)

令和４年度 2,130,895,000 2,017,493,028 0 113,401,972 94.7%

増減率（％） 4.4 1.1

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

令和３年度 2,040,346,000 1,995,631,164 0 44,714,836 97.8%

比　　較 90,549,000 21,861,864 0 68,687,136 24.1%

 3 基金積立金 0 0.00 0 0.00 0

 4 地域支援事業費 103,185,276 5.11 98,102,921 4.92 5,082,355

 1 総務費 74,888,754 3.71 69,139,281 3.46 5,749,473

 2 保険給付費 1,804,892,532 89.46 1,814,535,998 90.93 △ 9,643,466

 5 諸支出金 34,526,466 1.71 13,852,964 0.69 20,673,502

 6 予備費 0 0.00 0 0.00 0

計 2,017,493,028 100 1,995,631,164 100 21,861,864

　　区分

 年度
予算現額(A) 調定額(B) 収入済額(C)

不  納 収　入 予算執行率 収納率
備　考

欠損額 未済額 (C)/(A) (C)/(B)

令和３年度 311,848,000 310,427,414 307,316,564 132,720 2,978,130 98.55% 99.00%
還付未済額
　 661,700

令和４年度 361,445,000 357,315,224 353,647,194 1,200,980 2,467,050 97.84% 98.97%
還付未済額
　 542,300

増減率(%) 15.9 15.1 15.1

比　　較 49,597,000 46,887,810 46,330,630 1,068,260 △ 511,080

（単位：円）
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　款別歳入決算状況は次のとおりである。

②歳出

　支出済額は3億5,119万4,159円で、前年度（3億303万5,124円）に比べ、4,815万9,035円

（対前年度比15.9％）の増額であった。

　この主なものは、前年に比べ、後期高齢者広域連合納付金が4,307万5,623円（同15.0％）

 の増額となったことによる。

 2 使用料及び手数料 0 0.00 0 0.00 0

 3 繰入金 81,147,000 22.95 73,421,000 23.89 7,726,000

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

 1 後期高齢者医療保険料 255,381,500 72.21 219,781,700 71.52 35,599,800

 6 国庫支出金 0 0.00 0 0.00 0

 4 繰越金 4,281,440 1.21 3,604,950 1.17 676,490

 5 諸収入 12,837,254 3.63 10,508,914 3.42 2,328,340

　　　区分
年度

予算現額(A) 支出済額（B） 翌年度繰越額 不 用 額
執 行 率
(B) / (A)

令和４年度 361,445,000 351,194,159 0 10,250,841 97.2%

計 353,647,194 100 307,316,564 100 46,330,630

増減率（％） 15.9 15.9

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

令和３年度 311,848,000 303,035,124 0 8,812,876 97.2%

比　　較 49,597,000 48,159,035 0 1,437,965 97.1%

 3 諸支出金 850,700 0.24 246,200 0.08 604,500

 4 予備費 0 0.00 0 0.00 0

 1 総務費 19,969,275 5.69 15,490,363 5.11 4,478,912

 2 後期高齢者医療広域連合納付金 330,374,184 94.07 287,298,561 94.81 43,075,623

計 351,194,159 100 303,035,124 100 48,159,035
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〈4〉農業集落排水事業特別会計

①歳入

　収入済額は2,764万2,357円で、前年度（1,650万2,503円）に比べ、1,113万9,854円（対前年

 度比67.5％）の増額であった。

　この主なものは町債が730万円（皆増）、繰越金が455万1,904円（同232.7％）の増額となっ

たことによる。

　款別歳入決算状況は次のとおりである。

②歳出

　支出済額は2,431万1,360円で、前年度（999万4,866円）に比べ、1,431万6,494円（対前年度比

143.2％）の増額であった。

　これは、事業費が1,431万6,494円（同309.5％）の増額となったことによる。

令和４年度 26,253,000 27,642,357 27,642,357 0 0

　　区分

 年度
予算現額(A) 調定額(B) 収入済額(C)

不  納 収　入

欠損額 未済額

増減率(%) 57.7 67.5 67.5

比　　較 9,606,000 11,139,854 11,139,854 0 0

令和３年度 16,647,000 16,502,503 16,502,503 0 0

 2 使用料及び手数料 2,631,720 9.52 2,653,770 16.08 △ 22,050

 3 国庫支出金 0 0.00 0 0.00 0

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
増減額（円）

金 額（円）
構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

 1 分担金及び負担金 0 0.00 0 0.00 0

 6 諸収入 0 0.00 0 0.00 0

 4 繰入金 11,203,000 40.53 11,893,000 72.07 △ 690,000

 5 繰越金 6,507,637 23.54 1,955,733 11.85 4,551,904

　　　区分
年度

予算現額(A) 支出済額（B） 翌年度繰越額 不 用 額
執 行 率
(B) / (A)

令和４年度 26,253,000 24,311,360 0 1,941,640 92.6%

計 27,642,357 100 16,502,503 100 3,839,854

令和３年度 16,647,000 9,994,866 4,565,000 2,087,134 60.0%

比　　較 9,606,000 14,316,494 △ 4,565,000 △ 145,494 149.0%
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100.0%

100.0%

増減率（％） 57.7 143.2

 7 町債 7,300,000 26.41 0 0.00 7,300,000

（単位：円）

（単位：円）

予算執行率

(C)/(A)

収納率

(C)/(B)

105.3%

99.1%



　款別歳出決算状況は次のとおりである。

　審査に付された一般会計、特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支

に関する調書及び財産に関する調書は、法令に準拠して作成されており、決算計数は関係帳簿、

及び証拠書類と照合した結果、適切であると認められた。

　一般会計における歳入の総額は、123億8,030万2千円で前年度に対し3億7,473万4千円（3.1%）

の増額となっている。増額となった主なものは、財政調整基金繰入金の増などにより、繰入金が

4億3,892万4千円（106.0％）の増、ふるさと納税の増などにより寄付金が1億707万7千円（563.

3％）の増などとなっている。減額となった主なものは、臨時財政対策債の減などにより町債が

5億3,306万7千円（△49.1％）の減、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業費補助金

の減などにより、国庫支出金が3億2,158万2千円（△13.1％）の減などとなっている。また、町

税については前年度に対し、2億2,416万6千円（5.8％）の増となっている。

　歳出の総額は、115億8,098万2千円で、前年度に対し4億9,367万8千円（4.5%）の増額となって

いる。増額となった主なものは、神流リバーサイドロードや児玉工業団地線の築造工事費の増な

どにより、土木費が2億4,387万4千円（31.1％）の増、キャッシュレス決済推進事業の皆増など

により、総務費が1億8,381万6千円（9.1％）の増などとなっている。減額となった主なものは、

子育て世帯への臨時給付金の皆減などにより、民生費が2億8,508万8千円（△6.6％）の減、新型

コロナウイルスワクチン接種委託料の減などにより、衛生費が7,412万9千円（△8.1％）の減な

どとなっている。

　今年度の自主財源構成比率は、前年度に比べ7.9ポイント増の50.6％となっている。これは自

主財源である繰入金や繰越金が増になったことや、歳入割合の大きい町税についても増となった

事が影響している。

　また、町の財政指標である経常収支比率は前年度に比べ7.3ポイント増の91.5％となっている。

これは、経常的な歳出となる人件費や、物件費等が増額となったことに加え、歳入の臨時財政対

策債が大幅に減となったことによる。

　収入未済額については、一般会計が1億4,264万7千円、特別会計が6,421万6千円となっており、

合計で2億686万2千円で、前年度に比べ178万７千円（△0.9%）の減となっている。収入未済額

については、財源の確保のみならず、負担の公平性の観点からも極めて重要な課題であること

から滞納者ごとの実態を的確に把握し、引き続き積極的な債権回収に取り組まれたい。

増減額（円）
金 額（円）

構成比率
（％） 金 額（円）

構成比率
（％）

計 24,311,360 100 9,994,866 100 14,316,494

 1 事業費 18,941,436 77.91 4,624,942 46.27 14,316,494

 2 公債費 5,369,924 22.09 5,369,924 53.73 0

　　　　　　　　　　区　分
　款

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度
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５．審査の結果及び意見



　また不納欠損額については、一般会計・特別会計合わせて2,636万5千円で、前年度に比べ89万

4千円(△3.3%)の減であった。不納欠損についても、適切な処理をお願いしたい。

  令和４年度に実施された主な事業は、昨年度に引き続き児玉工業団地線や、神流リバーサイド

ロードの整備、またコロナ支援策としてキャッシュレス決済推進事業や地域応援商品券の発行、

非課税世帯や子育て世帯への給付金事業などであった。また令和4年6月の降雹被害への支援とし

て、非課税世帯への見舞金や農業災害対策補助金などの支給事業も行われた。施設整備関係では

上里北中学校の大規模改修工事や町営四ツ谷団地改修工事、堤調節池運動公園公衆トイレの新築

工事が実施された。さらに、駅北の再生に向けた取り組みとして駅北マーケットの開催や、基本

計画が策定され、神保原駅北まちづくり事業についての取り組みも実施された。

　今後は保健センター等複合施設の建設をはじめ、「公共施設再配置・維持保全計画」に基づく

各施設の統廃合、複合・集約化などが実施される予定である。また、子ども関連施策の充実や、

高齢化の進展などによる社会保障費の増大も心配されるところではあるが、町民へのサービスの

水準を維持しながら安定した町の行財政運営をお願いしたい。

　新型コロナウイルス感染症により影響を受けていた社会活動が、一歩づつ正常化へと進む中で

エネルギー・食料価格の高騰、降雹による自然災害など町民を取り巻く環境は厳しい年であった。

社会経済や日常生活が大きく変わりつつある社会情勢の中で、限られた財政状況ではあるが、

「選ばれる町、住み続けたい町」の実現をめざし、上里町が安心していつまでも住み続けること

のできる町として、更なる発展を目指し、町の将来像を捉えた個性豊かで魅力的なまちづくりに

取組まれることを期待したい。
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